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Unit

16
ユニット研修 教育クラウドの活用編

EdTechの活用（クラウド型ドリル教材の体験）

【ねらい】

EdTechについて理解を深めるとともに、ビッグデータ

などを活用した授業改善の意識を持つことができる

【ポイント】

□① EdTechを知る

□② EdTech導⼊の経緯と利点

□③ ドリル学習を体験

【活動】実際のドリル教材を操作してみましょう

岡山県総合教育センター
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① EdTechを知る 1

Ed Tech×

など
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① EdTechを知る 2

テクノロジーを活用した教育のイノベーション

エ ド テ ッ ク

文部科学省

2020年～
経済産業省

2018年～

国を挙げて推進
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① EdTechを知る 3

Before After

引用︓経済産業省/サービス政策課教育産業室

これからは…
「自分の個人目標と選択をもとに」
「多様な内容を」「多様なペースで」
「個別に、時に協働的に」「能動的に」

学ぶことが望まれる

以前は…
「⼀律の目標のもとで」
「⼀律の内容を」「⼀律のペースで」
「⼀⻫に」「受け身で」

学ことが多かった

ICT活用×EdTech
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② EdTech導⼊の経緯と利点 4
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② EdTech導⼊の経緯と利点 5
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③ ドリル学習を体験 6

AI型ドリル教材 Qubena（キュビナ）

出典：「未来の教室」プロジェクトについて経済産業省サービス政策課教育産業室 資料６ から抜粋

https://youtu.be/KA64Z4h-z14
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③ ドリル学習を体験 7

AI型ドリル教材 Classi（クラッシー）

出典：「未来の教室」プロジェクトについて経済産業省サービス政策課教育産業室 資料６ から抜粋

https://youtu.be/54240_mcy_w
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【活動】実際のドリル教材を操作してみましょう 8

AI型ドリル教材 すらら

出典：「未来の教室」プロジェクトについて経済産業省サービス政策課教育産業室 資料６ から抜粋

https://surala.jp/service/about/subject/


